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本研究では、新聞記者が普段使用している言語技術を分析し、教材化することによって、子どもたちが言語技術を
意識的に使えるようになる授業を開発する。新闘記者の仕事の中でも、言語技術が象徴的に使われている「インタビ
ュー?ｷる」「記事を書く」「見出しをっける」という作業に焦点をあて授業を行った。授業では、新聞記者がインタ
ビューをする、記事を書く、見出しをっけるという行為を子どもたちの前で本気でやってみせることが中心になって
いる。そのことにより、子どもたちがその子どもなりに言語技術を使うということを意識して活動するようになった。
また、「新聞」という実際に子どもたちのまわりにあるものを作っている過程を体験させることによって、言語技術
を生きたかたちでみせたことが、子どもたちの意欲につながった。またこの実践に関しては、『企業とつくるキャリ
ア教育』1に筆者が記述している。今回は、その後23校での実践を通して改善した成果にっいて考察するものとする。
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　　　　　　　　　1．はじめに　　　　　　　　　　的な学：習の時間など、多岐にわたる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そこで、本研究では、子どもたちが言語技術を意識し
　若者のことばの貧弱さ、コミュニケーション能力の欠　　て使えるようにするために、次の3つの方針で授業を開
如がよくいわれている。　　　　　　　　　　　　　　　発することとした。
　「学校は、いっからか、言葉の力を衰弱させてしまう　　　①ことばを扱うプロであり、子どもたちにも身近な新
場所へと変貌してしまったように思われる。」佐藤2は著　　　　聞をっくっている新聞記者を教材とすること。
書の中でこう述べている。原因は何であろうか。それは、　　　②新聞記者の仕事の中でも、特に言語技術を用いてい
学校で教えられることばが、現実に活用されているとい　　　　る「取材をする（インタビューをする）」「記事を書
う実感がもてないからではないだろうか。佐藤は、「言　　　　く」「見出しをっける」という作業を扱う。
葉の経験は、モノに触れ人と交わる具体的な経験から言　　　③新聞記者の「言葉のカjを探りだし、授業の中で子
葉が選ばれ表現される経験があり、さらには、それらの　　　　どもがその「言葉のカ」を意識して使い、「言葉の
言葉によって自己と自然や社会との関係を紡ぎあげて　　　　経験」をすること。
いく経験である。」という。そうであれば、実際にその　　　本授業は、筆者が所属するNPO法人企業教育研究会
ことばを社会で扱っている人を通して学習を進められ　　が、読売新聞東京本社教育支援部と連携して2005年か
ないだろうか。また、その中に子どもたちが身にっける　　ら「言語技術教育プログラム『教育ルネサンス　ことば
「言葉の力」があるのではないだろうか。　　　　　　　　の教室』」3として行ったものである。本授業新聞記者へ
　ことばを扱う職業に、新聞記者がある。数多くの職業　　の取材は、同社岡部匡志氏をはじめ多くの方に御協力を
の中でも、新聞記者は、ことばを様々に扱っているD取　　いただいた。また、この授業に関しては、『企業とつく
材することにおいては、「話す」「聞く」、取材に基づい　　るキャリア教育』に筆者が記述している。『企業とつく
て記事を書くときには、r書く」、その記事に見出しをっ　　るキャリア教育』執筆時点では、実施校も少なく、授業
けるときには、「読む」。新閏記者は、そのそれぞれのこ　　開発の途中であった。また、授業の開発過程や結果につ
とぱの活動において、「プロ」である。また、新間は、　　いて言及はしてこなかった。本研究は、その後23校で
学校現揚の様々なところに用いられている。作業として　　実践し、改善した成果について考察を行った。
は、学校新問作り、インタビュー、新問記事を読んでス
ピーチなどがある。扱われる教科も、国語、社会、総合
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　　　　　　　　　　2．目的　　　　　　　　　・うなずいている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・相手の顔を見ている。
　言語技術を扱うプロ、新聞記者の仕事を教材として、　　・笑顔である。
子どもたちが言語技術を意識的に使う授業を開発する。　　・相手の答えやすそうな質問からきいている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・わからないことばなどもしっかりきいている。
　　　　　　　　　　3．方法　　　　　　　　　　　　　・いろいろな事実から、自分で推測して質問している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・目的にむかって質問している。
　新聞記者の仕事を観察、インタビューしながら新聞記　　・質問はある程度考えるが、それにとらわれず相手の回
者が仕事をするために言語技術をどのように使ってい　　　答にあわせて質問をしている。
るのかを探る。そこから、子どもたちが社会に出てから　　・ひとつの質問から、どんどん細かい質問をしている。
必要だと思われる点、教師からよせられた問題点や子ど
もたちの活動を比較しながら検討し、授業を開発する。　　　これらのことは、子どもにとってはわかりにくいこと
その授業を学校で実施し、子どもの様子や教師の意見か　　である。そのため、「インタビュ・…一一のコツ」としてまと
らその効果を検証し、授業を改善し、考察する。　　　　　めることにした。インタビューのコツは次の3点である。
　　　4．“「記者の仕事」を授業にする過程　　　　　　　1、相手に興味があることを示す。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2、みんなが興味をもちそうなことを見つける。
4．1．インタビューをする　　　　　　　　　　　　　　　　　3、つっこむ．
　「インタビュー」は、小学校3年生の国語の教科書に
取り上げられ、言語能力やコミュニケーション能力を育　　　以上の考察から、子どもたちの現状を踏まえ、次の4
成するものとして、学校で行われている。社会科や総合　　点を授業に盛り込むことに決めた。
的な学習の時間においても情報収集の手段として活用
されている。その中で、教師から子どもたちがインタビ　　1．　「インタビューをする」イメニジを持つために、プ
ユー一?ｷる際の問題が闘かれるようになった。　　　　　　　　ロである新聞記者のインタビューをその揚でじか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に見る。
・事前に考えておいた質問しかしない。　　　　　　　　2．子どもたちをインタビュー「すること」に集中させ
・一竏齠嘯ﾉなってしまう。　　　　　　　　　　　　　　　るため、正式な場でのコミュニケーションを体験す
・「質問をすること」が目的になってしまっており、質　　　　るために、インタビューする相手は必ず大人とする。
　問をした後の内容を闘いていないことが多々ある。　　　3．子どもたちが新聞記者になり、ひとりひとりがイン
・メモがうまくとれない。　　　　　　　　　　　　　　　タビューをすることにより、緊張感をもって体験す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。
　このような問題がある中でのインタビューは、言語能　　4．記者のメモを見せ、キーワードをメモすることを学
力育成、コミュニケーション能力育成、情報収集能力育　　　　ぶ。
成という目的を考えても、意味がないものになる。　　　　5．インタビュ・一のコツを伝える。
　これらを踏まえて、記者が実際にインタビューする様
子を観察した。最初は、記者のインタビューから、何か　　4．2．記事を書く
を抽出することが目的であったが、次から次へと繰り出　　　筆者がこの授業をはじめる前に、作文を書くことが好
される質問、聞きたいことへどんどん迫っていく様子が　　きかどうか尋ねると、多くの児童が、首を横に振りいや
感じとれたeそのため、子どもたちにもプロのインタビ　　な顔をするので、「作文、嫌いな人。」と手を上げさせる
ユーの生の様子を見せることが子どもたちのインタビ　　と、7割程度の児童が手をあげる。このことから、作文
ユーのイメージをつくることに有効であるのではない　　を書くことは、子どもたちに嫌われる作業であることが
かという結論に至った。　　　　　　　　　　　　　　　わかる。なぜ嫌われるのか、子どもたちの様子から、次
　また、メモをとることに関しても、子どもたちのメモ　　の3点を大きな原因と考えた。
と比べると格段にはやい、書いてあることが短いという
ことが見て取れた。そこで、インタビューの様子と同時　　1．自由度が高すぎて、何を書いていいのかわからない。
に、メモを見せることができないかと考えた。　　　　　　2．どうすれば良い文章なのかわかりにくい。
　また、記者のインタビューを細かくみたり、質問をし　　3．なにから書けばいいのかわからない。
たりすることによって次のことがわかった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上から、次の点を意識して授業を開発することにし
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たe　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　となったらなおさらだ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　このような取材から、見出しの授業をつくる際に次の
1．記者にその場で記事を書いてもらうことにより、他　　点に注意することとした。
　　の人が文章を書くという普段見られない過程を見
　　て、そこから子どもたちが感じとる。　　　　　　　1．子どもたちが記事を読み込むようにすること。
2，記者が子どもたちと同じ材料で記事を書くことによ　　2．短くても正確に記事の内容を伝えられるようなこと
　　り、子どもたちが書くときの指標にする。　　　　　　　　ばを選べるようなコツをっくること。
3．記事という、ある程度決まった型の文章を書くこと　　3．子どもたちが見出しをっける際に使う記事は、しっ
　　により、文章を書くことへの抵抗をなくす。　　　　　　　かりした主張があるものにすること。
4．皆が同じ材料で文章を書くことによって、人と作文　　4．ことばを吟味するように仕向けられるような記事を
　　の書き方を比べることができるようにする。　　　　　　使うこと。
　　（作文では、内容そのものに目が行きがちだが、同　　5．子どもがわかりやすいように、自作の記事にするこ
　　じ題材で記事を書くことで文章そのものに着目し　　　　と。
　　やすくなる。）　　　　　　　　　　　　　　　　　6．コツをわかりやすく紹介するため、クイズという手
5．書く際に楽しくなるような内容にする。　　　　　　　　　法を用いることe
6．コツを明確にする。
　同時に、様々な新聞記事を読み、岡部氏に記事を書く　　　新聞記者への取材は、新聞記者の中でも、見出しをっ
ことについてインタビューをした。そこから次のことが　　ける専門の部署である編成部の竹井啓一郎氏にインタ
わかった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ビューをした。このインタビューや多くの見出しを見る
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ことによって、次のことがわかった。
・り一ド文は、その事件がどういうことかを簡潔に表す
　ために、5WIHのうち、いつ、どこで、どうなったか　　・記事を読み込み、どこが記事の中心なのかを探し、そ
　という情報を必ずいれ、それにいくつかの情報をつけ　　　れを10文字以内で表す。
　たしている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・記事の中心が何なのかということは、「隣の人にこの
・最初の方に重要なことを書き、後ろが切られてもいい　　　できごとを伝えるとしたら、何というか」ということ
　ようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でわかる。
・一ｶはなるべく短く書く。　　　　　　　　　　　　　　・プロが書いた記事でも主張がわかりにくく、見出しを
・人のことばはできるだけありのままにする。　　　　　　　とることができないものがある。見出しをっける人が
・「」は、効果的なところだけ使い、あとは地の文にす　　　違うから客観的にその記事を読むことができる。
　る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・軟派の見出しは硬派の見出しと違い、軟派の方力泊由
・何回もチェックが行われ、間違いがないようにしてい　　　度が高い。
　る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　これらから、次の3つをコツとしてとりあげることに
　ここから、子どもたちにまず気をっけてほしいことを　　した。
3つのコツとしてまとめた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．ニュースをずばり書く。
1．大切なことから順番に書く。　　　　　　　　　　　　2．短く具体的に書く。
2，短い文でかく。　　　　　　　　　　　　　　　　　3．読む人の知識にあわせてつける。
3．「思う」「らしい」は使わない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　また、指導する際に見出しの基本がわかる、硬派の見
4．3．見出しをつける　　　　　　　　　　　　　　　　　出しの書き方で指導することにした。
　教科書の学校新聞の見本や子どもたちの書く新聞を
見ると、「運動会！」「今日のできごと」「社会科見学」「係　　　　　　　　　5．授業計画
りの仕事について」のようなその記事の核となる内容を
表すものではなく、題名のようなものが多い。見出しは　　　以上のような経過を経て、次の授業を作成した。
ただの題名ではないので、見出しをつけることを通して、
　「読む」カを高めたいと考えた。　　　　　　　　　　　　5．1．　「インタビューをしよう！」
　しかし、普通に読まれている新聞は、小学生の子ども　　5．1．1．目標
には難しい。ましてや読むだけではなく、見出しを書く　　　　「インタビューをしよう1」では、次の5点を目標と
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した。
○本物のインタビューはどんなものなのかを感じる。　　　5，2．　「記事を書こう1」
○インタビューをする時のコツを学ぶ。　　　　　　　　5．2．　1．目標
○分からないことや疑問に思ったことを大人相手に率　　　　「記事を書こう！」では、次の3点を目標とした。
　直にインタビューを行う。　　　　　　　　　　　　　○たくさんの情報から全体を見通して、書く必要のある
○あらかじめ考えておいた質問だけでなく、ひとつの質　　　事柄を整理する。
　問から、次の質摺を考えられるようにするp　　　　　　O大切な事柄を順序立てて書くことができる。
Oキーワードでメモがとれるようにする。　　　　　　　O新聞記者が文章を書く過程を見て、プロの仕事を知る。
5．｛．2．指導計画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5．2．2．指導計画
時間数：2時間　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時間数12時間
時 授業の流れ
5分 ｛．記者の必需品のノートを渡す。
10分2．新聞ができるまでを知ろう！
ビデオ教材を利用して、新聞ができるまで
の過程を知る。インタビューと新聞づくりの
関係を知り、新聞記者がインタビューのプロ
であることを知る。
5分 3、　「スペシャルゲストの仕事をみんなに紹
介しよう」
次に行う活動の説明をする。
15分4．記者のインタビューをみてみよう！
メモをプロジェクターに写し、メモの取り
方も同時に学ぶ。担任の先生にインタビュー
を受けていただく。
5分 5．記者のインタビューを見て、感想を発表
する。
記者がとったメモをみながら、メモの取り
方について知る。
5分 6．インタビューのコツを学ぶ。
ビデオ教材で、記者の方にインタビューの
コツを教わる。
記者が行ったインタビューを振り返りなが
ら、インタビューのコツを知る。
7．班でインタビューする順番を考え、スペ
シャルゲストのプロフィールから、質問を
考える。
20分8、　スペシャルゲストにインタビューしよう1
授業者の合図で、班の中で順番に1入2分
～3分（人数によって変更有り）交代でイン
タビニーする。
15分駄　一番伝えたいことを模造紙にかこう！
班でみんなに伝えたいこと、おもしろかっ
たこと、驚いたことなどを班で話し合い、模
造紙にまとめる。
5分 10．発表しよう！
インタビューしてわかったスペシャルゲス
トの仕事について班ごとに声をそろえて発表
する、
5分 11一記者が評価をする。
発表をきいての感想や、いい質問や、注意
する点ついてコメントする。
1．記者の仕事を紹介。
　記者は取材をして記事を書いている。
2．新聞記者は記事をどうやって書いている
　のだろう？
　記者が取材ビデオ1を見ながら、記事をそ
の揚で：書く。
　子どももメモをとる。
3．記事にするために足りないところ、聞き
　逃したところを、授業者にインタビューす
　る。
4．新聞記事を解説する。
　記事の書き方を伝授する。
5．新聞記者の記事を書くコツをビデオで紹
　允
①大切なことから順番に書く。
②短い文でかく。
③「思う」「らしい」は使わない。
（聞違いがないか何度も見直し、他の人にみ
てもらう。）
6．記事を書いてみよう！
　子ども力源材ビデオ2をみながら、記事を
書いてみる。
7．記事にするために足りないところ、闘き
　逃したところを、授業者にインタビューす
　る。
　記者も子どもたちと一緒にインタビューす
る。
8．注意事項を確認する。
　書くことを優先するため、消しゴムで消さ
ない、間にいれるときも記号をつかっていれ
るe
9．作業をする。
　原稿用紙を配布し、記事を書く。
　わからないことがあるときには記者に質問
する。
　記事を書いていく中で取材ビデオについて
の疑問が出てきた場合には授業者に質問する．
le．できたとおもったら記者にみせる。　・
11．記者が子どもの書いた記事をいくっか選
　び、コメントをする。
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5．3．　「見出しをつけよう！」
5．3．1．目標
　r見出しをつけよう！」では次の3点を目標とした。
O見出しをつける必要性に気づく・　　　　　　　　　　　　　　　　6．授業の実際
O話の一番大切なところを抜き出すことができる。
O短く、正確に記事の内容を伝える見出しをつける。　　　　各授業について、実際の授業の様子を記述しながら、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考察をする。この授業の様子は、23校で行った授業を
5．3．2．指導計画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もとに、小学校6年生を対象に再構成したものである。
時間数：2時間　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表記は、授業の様子を孟字騨摩で示し、その後に考察を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記述する。
　　　　1．新聞の中でも、見出しに注目する。
　　　　　見出しはなぜついているのだろう？
　　　　2．新聞社の午には、見出しをつける特別の
　　　　　部署があることを知り、見出しが必要であ
　　　　　ることに気付く。
3．　クイズで見出Lをつけるコツを学んでい
　こう！
　例題（子ども用新聞記事）を使ってクイズ形
式でコツをっかんでいく。まず、例題をよく
読み、3つのクイズをする。ひとつのクイズ
でひとっのコツが明らかになる。
第一問　見出しにするところは文の中でも一
　　　　番大切なところを抜き出します。大
　　　　切なところというのは、隣の人にこ
　　　　の記事は何について書いてあるか説
　　　　明するときに伝えなくてはいけない
　　　　ところです。この文でいうと「ここ」
　　　　です。
　　　　一つめのコツは「ニュースをずばり
　　　　書くe」です。
第二間　見出しは長すぎたら読みにくくなっ
　　　　てしまいます。たくさん内容がある
　　　　時には、2つの文にします。また、
　　　　具体的な事実をかきます。2つめの
　　　　コツは、「短く具体的に書く。」です。
第三問　見出しは読む人のことを考えてつけ
　　　　なければなりません。見る人が知っ
　　　　ている情報、知らない情報を考えて
　　　　見出しをつけましょう。3つめのコ
　　　　ツは、「読む人の知識にあわせてっけ
　　　　る。」ですe
4．3つのコツを学ぶ。
5．　見出しをつけよう1
　2つめの子ども用の記事を配り、読む。
　記者のヒントを交えながら、見出しを複数
考える。
6．　発表しよう！
　記者が特徴ある見出しをいくつか選び、解
説、評価する。
7．　もうひとつ、見出しをつけてみよう！
　3つめの子ども用記事を配り、読む。
見出しを複数考える。
15分8．発表しよう！
5分 9．感想を書く。
6．1．　「インタビューをしよう！」
6．1，1．新聞記者になろう1
　吟から、みなさんにぽ、綱麟の繊をLでらら
〃・まナノノe）き・なクのな脚ヰプψこ、　rk－∫ノ　t　xぐ子
ど島、不鐵『嫡をする子どら、rたのしそク∫ノとや
る克「’こ蒲ちた子ど｛らなど、蕎二々な反端据ら轟る。そこ
で、聯瀦の荏萬についで麟～ご説顕をナる。
　rでぱ、みんな’こぽ今から諦になっでららクので、
謬孝さんの必編を渡しま先そ轟は、なんでしょラPノ
いっせいに手が挙がク、メモ』算、べ！ン、マイク、ノfソコ
ン、どデ）オ、カメ〉、擁静編鯖灘、などの答注が
hYる。
　　rじや一ん∫ごノLで力
　詔孝が混ケツ♪からメモ薩を最夕苗プち綱瀦ばい
ろV｝ろなノし’ご坂猷インタと『ユーbた内容あ聯なb｝よ
5iこメモLなlf2｝bti「いゲなb、。
　　匠必融であるメモを持らた皆さんぽ、邑5詔者で
先がんばっτ詔者のお世事をしτぐださψ㌔」
　新聞記者になるということを子どもたちに投げかけ
るのは唐突であるという見方もある。確かに唐突ではあ
るが、外部の人が学校に来ること自体、稀なことであるe
子どもたちの中では、その時点ですでに「なにがおこる
かわからない」状態である．この投げかけによって、導
入の早い段階で、自分自身が「新聞記者になる」という
明確な見通しをもっことができた。
　メモを渡すという行為は、噺聞記者」を意識づける
ためにも、その後のメモをとるという作業を強調するた
めにも、重要なものである。子どもたちは、メモを渡さ
れたことによってやる気を出したように思われる。
6」．2．新聞記者ひとつ目の仕事一噺聞ができるまで」
を知ろう！－
　rぞ吉で～土瀦であるぎさんだ、一つ菖の☆世璽を
お癬書、しまナ∫露者のみなざん臨蹴齢オでき萎まで
についで学んで邑らいまブゴノ
　子ぎ邑たち～ぱ死んぶ邉ができるまでゾめどデ声を
み嵩が占、一主懸論メモを己る惑章かなか己轟凄柱
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どラr迦撫わると、縮やいよ∫ノ階ク鱗わク？yfx2“　である。授業を行った学校の先生からは、この授業後に
と々々に灘があがる。　　　　　　　　　　　　　いった社会科見学で、子どもたちが懸命にメモをとるよ
　クイズをLながら、聯瀦の藪鯉にある」翅富の　　うになった姿が見られたということだった。メモにっい
殼を顧Lでいぐ、こiz／rよク、撒ぽ、たぐさんのソし　　ての記者の姿は子どもたちにも印象的であると考えら
が萬三ウしτつぐっでいるこまあ桓る。　　　　　　　　　　れる。
　∫みんなのクヲスと、ら51クラスのスが至貴繊に　　　また、話の聞き方、質問の仕方についても気付く子ど
bioで邑、この一べ一ジの鍋『Lかでざなψ・，しだ記　　　　もはいるが、ごく少数である。ここから、インタビュー
　子どもたちは、「しんぶんができるまで」のメモをと　　の姿から、「記者のすごさ」は感じているものの、「なぜ
ることにより、自分がどのようにメモをとっているか、　　すごいか」ということは、なかなかわかりにくいもので
メモをとるのはなかなか難しいということを感じとづ　　あることがわかる。
ているようである。ビデオが終わった時点でどのくらい
メモをとれたかを聞くと、半分くらいという子どもが多　　6．1．5．インタビューの3つのコツ
く、全部かけたという子どもは少ない。　　　　　　　　　　　rじつぱ、今のインタε三一の中に3つのコツzl」溜さ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　轟でい呈ず訂
6．　1．3．新聞記者ふたつ目の仕事一「インタビュー」を　　1、牌手に興鎌があることを示力
しよう！　＿＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2、∫みんなゴ興挺をらちそヨなご己を児つiナるノ
　Lぞ物でぱ、聯雷渚が霞ずソやっτいるお迂事は　　3、「つっこむ」
なんでLよ・ラ？ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　どデオ鮒を醐し、ひとつひとつ子どらたち己顧
諮箏を書ぐ、th？Mをナるな古たぐ9んの答えが遅∫｛5。　をする。　rいよいよ、諫のメ嚇物・らスペシ宇ルグスAへ
　措疑～ま、インタとrユーで土そこZF，みんなにら、　　のインタど』一にぽいク』已七がんな「ろク∫ノ
インタど」一を端Lでららいまナ∫ノ　　　　　　　　　　コツをメモするときになると、いままでざわついてい
　インタビューの療習の此左につe！て説顕をナる。　　　　た教室も決まって静かになる。大半の子どもたちが、3
　働ご」ノしスペシャノレグ逗♪がき』ξ先そのλの「fO’　っのコツをしっかりとメモをし、記者のインタビューの
在彰iついでインタど』一をLでぐだ弍ψ㌔堤養に、　　コツについての話を聞く。ビデオ教材でコツを紹介する
そのスのお在劃ごついで、耀レ1たこと、みんなに揖えた　　という効果もあるが、次の時間、自分たちがインタビュ
いこと、おらしろかったこ己などを班でi鯖Lτ邑らい　　一をするということに対する意欲がここからうかがえ
ま先ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るe
　ここで新聞記者にとってのインタビューの大切さを
知る。子どもの中で、これから行うことがここでより明　　6．1．6．スペシャルゲストにインタビューしよう！
確になる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　盗麗に、スペシヤルグヌ甜渓で、プm7イー／P51S
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　葺1ら▲る。子どらたちば、プPフィールを瑳のみんなで
6．1．4．本物の記者のインタビューを見る。　　　　　　　壌「を莞き昔わせ’でみでいる。みんな繋薩Lた撰子だ；
　Lみんなどんな聞’ごインタビューナるのかわからな　　　　rよ一b）、スター斤∫∫ノの昔垣7で一斉に子ど邑たち
いと思い詰究ぜっかぐ今β£ま鏑詔者z灯きでψ、るの　　ばインタと』三一をばじめ日．麟「ぱ1ノ〔2鯛。1／tず
で、塗のインタど』一を児τら占書り乞いと，菌い二ξ克ノ　　つインタどユーを存5。ナらすらど鯛をする子ど島、
　スニク兇一ンだメモを操し、諦がメモをどのよ5にど　　考えτいた鯛オ辮わっでしまっで次の醐をひ表ク
っτbiるのから学講諸邑子どもたちと」局じよラ～こ「担　　苗1ナ子ど色、つまっでし』ξっで勉の子どもかち動ばら轟
在の先堂のお世事7こつ占・でインタど三一をナる。　　　　　る子已堵、班『こよ久」葺混『ら凝ヰである。薦rに繊タイ
　およそ5分のインタと三一．子どらだちな、メモのば　　ムをぽ才みなが凸、蹄『がア♪“パイスをナる。そのtrs9
やさ、」諸オ醐を次々’ご躍ク広ゲでblぐ擢子」こ『驚き、　　をきいで、子どもたちは』ξた巌二Lい醐を考えだナよ5
握ぱ∫ざわめぐ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　君
　r今のインヂど三一で端づψ・たこと」禎∫ある式な秀表こ　　　こラLC　1／L1運インタどご一を終える．
Lでぐださψ㌔ノナると子ど邑たち晶メモがばや〃、、　　　憂養の子どら∂辮わる．
勃聯めな〃㌧書いであること働」短いな己聾メモのこ　　　栓貞「終ア∫お擁端でプニノ
〃ごついτあげることが多〃㌔その纏」こば、毒ヲ手の方を　　　　rlSt－・…　ノ顯がまげる。」紺を受グでいるヌ
Etfi：LをLτいた、クなずe，τb　iた、」次々己鯛をい　　ペシヤルグヌ♪6子どbたちbff・L・した菱精を5、かべ
づでいでナこい、鯛をその夢で考えでいる己’㌧5惹児　　　る。
ガ瑠｛5．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　インタビュー一をしている間、つまってしまう子どもの
　子どもたちは、特に、メモについての印象が強いよう　　様子から、その要因として、次の3点があげられる。
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①質問の仕方がわからない。　　　　　　　　　　　　　　ぐる。こ轟からお客さんとずっとあえる在事をっづゲた
②まったく仕事のことを知らず、仕事のことを思い浮か　　e・。ノr写箕捌
べにくい。　　．　　　　　　　　　捌こよ久e（；e・wsfo・　gる。と吻斑ら苗分たちの班の擁
③その人の気持ちにまで興味をもっことができていな　　　表に誇クを邑っτいるよラぽ憂費な醐詔者のことば
　い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でしめぐぐる。
　①に関しては、子どものインタビューの合間に記者が　　　「ご轟からぱ、躍牝よぐ知っでいる式に牌き！こいぐ
質問の例をあげることで、改善した。②、③については、　　といラ蜥強が塘えできま先これから、そんなときだこ
主に小学校でも低学年の子どもたちにとって多く見ら　　　の歯強を窟ψ・だ’Lでぐfvkらと，留↓、ま尤ノ
れる傾向であり、子どもたちの認識の発達とも関係して　　　この作業の中で、メモを見直したり、いままでのイン
いるものと考えられる。そこから、②を改善するために　　タビューを振り返ったりしている。それによって、メモ
は、低学年で授業を行う際は、仕事場の写真をもってき　．が読めなかったり、これを問けばよかったと後悔したり
てもらい、その仕事のイメージをわかりやすくした。ま　　する子どももいて、今後に向けての反省にもなっている
た、③に関しては、その人の「気持ち」ではなく、その　　様子である。また、同じ内容でメモをしているので、班
人の「仕事の様子」について質問をするように、記者の　　の友達のメモと比べて、参考にしている様子もみられた。
インタビューの例や、質問の例も変更して行うようにし
た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6．2．「記事を書こう1」
　その仕事を子どもたちの感想を見ると、「難しかった」　　6．2．1．新聞記事を書こう1
という子どもが多い。しかも、決して話すことが得意だ　　　　壊獄インタど』一をしました。諫ば詔事ま書ので
から「簡単だった」、苦手だから「むずかしかった」と　　みよ」∫ノ子と遇たちからは、「2－∫ノ「むずかしそ
いうことではないようである。得意だからこそ、「もっ　　　5…　。ノ已いラ声があがる。
とうまくできると思っていた」、苦手だけど、「記者のイ　　　　r今厚ぱ、ある鞠培映紫をらっτきました。そ轟を
ンタビューを見てできた」ということがある。ここから　　見τ、詔事を書いでららいたい古尿いま克美ぱ、菰ノま
わかることは、この授業は、あくまで、言語技術、特に　　この鞘を百磐Lでいるので海でら布っでいま坑噸
「話す」ということに関して、きっかけにすぎないとい　　を児で、分からなかったところを鯛Lでぐだ才ψ㌔ノ
うことである。この授業の中では、うまく質問が伝わら　　子どらたちぽまだ岩からず、不安ぞ5である．
なかったり、相手のいっていることを上手く理解できな　　　どこの学校にいっても、嫌だという反応が返ってくる。
かったりするかもしれない。少し伝わることも、すらす　　子どもたちの大半は、文章を書くことが好きではない様
らと伝わることもあるかもしれない。友達はうまくいっ　　子である。
て、自分が失敗するかもしれないeその子どもによって
様々だが、それを実際に経験することで、記者というプ　　6．2、　2．新聞記者は記事をどうやって書いているのだろ
ロの姿との自分を比べ、「話す」ことのその難しさや、　　　う？
簡単さを感じる。そゐことが、今後の様々な「話す」場　　「いきな久詔箏をかぐ已いっで邑どラやっでψ、いか
面において、生きてくるのではないか。言語能力やコミ　　わかちないよねPだから、諦才ん～こ児本を児世てSち
ユニケーション能力は一回の授業で獲得できるもので　　　いま先今から、騨の礫酷を游ナので、みんなB詔事
はない。しかし、そのきっかけになるような授業にはな　　を書ぐつ邑ρでメモをとっτみでぐださ嬬おわっだら、
ったのではないだろうか。　　　　　　　　　　　　　　忍に」醐Lで邑らF、ま先ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　涜渚「がr辮どデ）オヱタtイ』ヤモンF／6を児る。子ど’
6．1、7．みんなに伝えよう！！　　　　　　　　　　　　　らたちは餅～こばやぐ終わつでしまラどラ『オにちよつ
　b，kb・よ蹴。童でメeをみながら内容を離る。　房惑っでb・る．ど第階』辮わ託・麟がヌタッフ
　　堵金をあっかク荏夢　一1亨で邑合わないど、大変な　　～ご費潤をナる。
事になるから、いつ色きんちよ5ナる世彰’ﾃ理凄務）　　　孕i汗ヤ子ンF7ま、映盈だ8・3つぐちい映っでいた
　　rやせたレソLやぱのよわいノtがラ云気になっだちクカ　　　古蟹つたんで商亡蜘ば♪、ぐつでしたかPノ
しbUrえポーツジAの♪レーナーノ　　　　　　　　　　　→酬ら3つ児つか夕ましたe
　　増分が㌍縄のを鋼のみなさんが苗つでぐn　　磯子醜苗と酬を蹴τぐだSb㌔ノ
：8MS’5tv　bぐでこの仕報じ撮した．よるの榊ま　→調齪ん40歳と・es子さん13歳就
でばたちいでψ、てメご変だと思った。ノrグーム描勿魍み立　　　　fダイヤの重さばど物ぐらいでナか？ノ
てフ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→蹄30グ亨ムで流
　　rきっか’ナぬ亡享期で壌「多卯こLで邑らった夕よb、写　　　　なξ　こ
其がとれたから。今な伍三なので一β40継ぐらい　　　［あ夕がまクございました・ざっそぐ書いでみま究ノ
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　ここから、スクツーンてr／fヅコンの唖『を礫し、ぞの
堤で諮「が詔事を声いでいる凝子を子どらたち㎡現る。　　6．2．5．記事にするために足りないところ、聞き逃した
子ど邑たち’土そのばや才に圧倒さカでル・る。」諸が詔　　ところを、授業者にインタビューしよう1
事を書ぐtき、載字の己ころttbっかク癒認したカ、あ　　　記茸邑子どもたちとr酵にインタどユ」一する。
上かち克画しで）障齪し～已ク、消した抄、違ク書き方　　　『辮食のおカえさんの名前z＃な・んでナかP／
tr」！Skreクしで踊。こnを1・il21i一でみるこtlS＝のec・it子　→中灘F子聯で3h・
gsたちが詔事を書ぐ29のPtg．Sk一つながつでぐる　　石rきのラノつひつでず”Zi’　？v
よ5培　　　　　　　　　　　→畔、2005年11ガ9βで先
　書き終力夕、スタソフ滅据事を誘んでみる。子どBた　　　τなぜミ躍ぐんの家で源わ轟τψ、たねず渉が端に
ち島スSクy一ンを克つめ、蜘ぞ・ラである。識タ、終才コつ　　↓、」を／レでナか9ノ
たら、詔嶺がこの認事を潮かぐ鰯Lでいぐ。　　　　　→躍ぐんはノ［気のガング墳ズミを宜燈したぐで勤
　事件映像を見ながら、記者と一緒にメモをとる子ども　　にらっできでいました。それが逃げ三ξLた。
がいるが、なかなか難しい。まだ、何が必要で、何が必　　　「では諫の鯛からさっそぐ書いでe）きftt　v、e，if，　b、
要でない情報かわからない様子である。　　　　　　　　　5ξ宛ノ
　記者が映像に関して質問している間に理解してくる　　　1結糊耳が瀞アする。
ようで、一緒に質問をする子どももあらわれる。　　　　　　最初は、質問が出にくいが、記者が質問をすると、要
　実際に記事を書いてみる揚面では、文章を書くすばや　　領がわかったようで、次々と質問するようになる。
さと、どんどんと記事になっていく様子を見て、スクリ
＿ンをじっくり眺めている。記者が書くときに宇がうま　　6・2・6・新聞記事を書こう！
〈変換できなかったりし欄蹴ることがあるが、子ど　吻繍剖拡諦を割で峰ま先前彊
もがしっか蜆ていて激えてくれる。しっかりと読ん羅ス〃一ンiaeLZ「heぐ゜ZF・参考’：Lfaでぐだ
でいるということがわかるe　　　　　軌鮎耗なにたぐ・S・t・geb’Z’igLb’‘Z’ZF・　SW
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しゴ’Aで消さなぐでψΨ、で力肩霞塗淫たら、躍『こ直Lで
6．．2．3．新聞記事を書くコツ！　　　　　鋤でぐだ飢蹴酪る刷調をつかっτv　’f2＞で
　吟の潴己ん循の帝醐でき培酷ど静を　ぐださル㌔ノ
S〈コソ抑つ剤蹴そ漉どテオ’ごまとめである　顯1こ9f°ff・方をSb’tfosぐ・
の碗でぐだ直川　　　　　　　子どもたちは・前の記事と自分のメモをみながら一
微鋤こと肪癖耀ぐ．　　　　をつくっていく違初は書くことをためら了てし’るが・
θ炬岐で配。　　　　　　　最初一がかけると・次々とかける揚合が多い詐文
釧助rらL別ま齢魏　　　　が酬｛こ苦手好どもは逼初・ま剖をみまわして様　　縦岨な踏嬢観飢融砿にみで肪子をうかがっているカ；ぽわりが書いていると・つられ
　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　て書き始める様子が見られる。授業を行った学校の先生ラ。）
ここでは、子どもたちは何のことかピンとこない様子　から聞くことは・「作文力主辞好どもがこの授業では
蹴　　　　　　㌶㌶蕊㌶慧鷲｝1三ll㌻
6．2．4．取端しよう1　　　　　　であるeこれらのことから・記事の授業は・燵を普段
　　rTnt，　b，Xb｝よ．　dikil／tXll．WS2SV・TS6p’fctoあまりかかない子どもたちにとっては意外幽しみや
に辮どデ酷児窃鋤龍Sっ92revよ・P’・i・．すい授業のようであること櫛力’る・燵をかけない子
初あと．インだユー孔でss」a・f，　L．．っか抄メ　には・内容を思い浮かべら牙Zない逼初に何を書いたら
モ舵っ℃耽Lでぐだ訊では才っeぐ蹴ま　いいのかわからないといった子どもが多いのではない
3t。J　　　　　　　　　だろうか・その点書くことが融像によって決まって
子護が万鞘ど財幼ず函・を3朋ながらメ　いるので・書きやすいのではないだろうか・
罐品。　　・　　　　　　また・　tiV容は全員で共通したものにつレ’て書くので・
　　嘲牝デオ2ねずみjは子どもにとっておもしろい文を短くしたりx　riE9’・述語をeまつ剴させたり鵠導
ものであるらしい．子どもたちはビデオを見ながら笑っ　棚確にできるという良い点赫る・そのことによって
ているe　　　　　　　　　子ども同士で比較すること梼易になっていて・齢の
子どもたちのtt？を見ていると、、回目、2醐でだ　ものと」まかの子どものものと見せ合うという様子が多
いたい書き終え．3回目で見直しにはいっている様子で　　く見られた・
ある。
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6．2．7．新聞記者にみてもらおう！　　　　　　　　　　　ちいたいと窟い呈坑まず、この詔事をよぐ蹴でぐだ
　毒「渚が子ど6，たちの牌をまわク、子ど翫たちの露箏を　　　さい。ここからタイス万∫遅「ざカま先ノ
いぐっかピツクアツブナるeこ九を美勘＝でスクグ　　　　子ぎら聯溜詔暑ζrザファe，「－」8を蹴rす日．亙「6
－一一一唐ﾉ喫し、みんなて現τみる。　　　　　　　　　　　　ノLた躍i鰯疹rナ7アμ一だっで！ノrこn3trasあった
　子ど翫たちば、屑ぽ燈潔から詔奉〔を置δ、でいるので、　　の9一ノな、どと馳をv、ラ。この詔事をじっぐクア寧£ご語
葺分の詔事と此べでいる．rこ轟すごδ、。ノr）をぐさん書　　んでψ、ぐ。ぞ九までざわざわしでbリを盤邑瀞か／こなる。
いである。ノrこ轟ばいらないんじやなe）？ノまいいあっ　　諾むのガ難Lい子どらば，遅『在iの克堂や、．・1タツフと一
でいる．ことばの衰揮の£tJ左の違㌫、、講の侮い2気そ　　腐牝顧しながら議んでいぐ。
π撒の還〃、が男え己のでおbしろψ㌔　　　　　　　　　　　rて『はざっそぐ、欝1蘭いっτみたい古蟹います∫ノ
　詔亮が詔事にコメン♪しで〃、ぐ。　　　　　　　　　　　一どデ》一
　記者に自分の記事を読んでもらい、評価してもらうこ　　　この記萬ぽ、三会運で密ら轟ま坑鰍漏のソしラ現苗し
とは子どもあっちにとって嬉しいことのようである。ま　　にLよ5と思ったところはどこでLよラ？
た、前で発表された子どもと自分のものを比較して、似　　　　（2）オμからオヌのナ7ア兇一耐遜げ遊しだ。
たものがあると、喜んでいる様子が見て取れる。　　　　　　　融約2000ノしのお客さんでにぎカっでいた．
　新聞記事というかたちで書くことによって、子どもが　　　　③ゾクをみちれで捲した亮分
自分で文を評価しやすくなるという利点があることが　　一どデ礫力抄一
わかるe　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f宅一∫YとVib）・ながら、らクー臨事を克る子と幡、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　τ0番だ’。k∫0遼ノとβ存ソをづ．e｝i°ijの子ど邑、凝々な
6，3．　「見出しをつけよう1」　　　　　　　　　　　　　磁をみせる。
6．3．1．見出しって何だろう？　　　　　　　　　　　　　　「でぽ、きいでみたいと，蟹ψ、ま丸砂番だと思ラ式
　ixzitプrrグラム3つめの蠕児苗しをつばる。　　　一∫ノ
　　nインタどユーLて二詔萬を書きまL培。次に毎をナ　　　0から③まて罐ナ6。いよいよ、クイズの書『えをど
るでしょ59ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　デオで蹴ナる
　子どらた白ぽ、鰯をナる、瀦をつtt6、鍵ナる　　一どデナー
など思いつぐかぎ抄の雀えをψ、ク。　　　　　．　　瀦ぽの酷克凸しにするところ～蚊の中で邑一猷
　　僕穿歌にこの癖をつゲま土綱でばこの麟の　　郵なところを鼓き苗Lま先大郵な已ころとい夕のぱ、
こ、とを克雌Lっでル、鴎ξ主児苗Lぽどで翫オ郵ならの　　ぱのソしにごの諾箏ぱ宛についで書いであるか説卯ナる
なのF，新雛には、児苗しをつゲる馴の纏がある　　まき’こ存えなぐでぱタ、ばなル｝1ところで3t。この丈でいラ
んで，ilLTe涜競離でば㈱鋤已XEEfUで〃1ま禿新　　とfここノでずb
耀の娼hSe’　tしばなぜっいτいると，q－ii？ノ　　　　　　　　　ーつめのコツぽLニュースをス’＞s’グ書ぐノで克
　子ど邑たちばβ宿を色っでEξ2る。すぐ競んでわかる　　一どデ訪終わクー
よ5に、宝罐まなぐτ齢らかるよラに…　。　　　　　正）瞬是惑読さ轟ると、蹄Lだ子8“6からfいえ一
この樫え～ご対Lτ瀦が蹴る。　　　　　　　　　　Vi・！∫ノとψ15継があがる。担任の燈生だ・疏きをき
　　fそ5、みんな丑潔で九鍋『ってズ学述多いガユ方、　　ぐよラに～生蓄さ轟る提面乱
パブと児ただけでぽ宛が書いτある∂・わか白な臼ゲど　　　どデオがおカると、本妨の辮をみ嵩がら、詔渚が擢
君しψ、とき邑あるL、蔀ちよっと語みたレ、ときがあξ5よ　　疋の説卯をする。
ぬ。あど、このニュース戴っでないかなって探ナス邑い　　　pa7　fiの醐でら子クだ鞄。ま士この雷事百鞄∫二
るかもLれな臼こんなスたちの培めに、富苗しを歳ん　　ユースなのかっでことを考え℃克苗LにLでいま丈ノ
だだばでなるべぐ内容がわかるよクに書いでψ、まカ　　　　この蘭子でクイス蹴遷トt｝㌔
　ここでは、見出しはただの題名とは違うということを　　一どデ）≠一　　　　、
強調し、今後の活動の意味を深めている。　　　　　　　　2．でな、蕩鵬のレtが選泌だ克苗しば王匙でL・よク？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　砂ゾク30分｛螢オッに戻る
6．3．2．新聞にとって、大切な見出しをつけるコツを学　　　　②ゾタちょv己の耀にぶ」躍「ナ
　ぼう！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（～妻ツ㍉ラr雌
、この大郵な児苗し。莞は3つのコツがあc5。この3　　正解箇饒菟苗Lば憂ナぎたら語剤ごくぐなづでLま
つのコツを、クイズで探抄苗Lでいぐ。　　　　　　　いま土だぐさん内麓がある璃ごは2つ破にLま丸
　　r今から、どデ）ナで見苗しをつグるプP、繊部の　　また、異鮒な繋をかき』ξ先
蘭さんが児苗しに躍しでのタイズを苗Lでぐ呈ぽ土ぞ　　　2つ劫のコツぽ、∫短ぐ翼綱結書ぐノで丈
のクイス・／　；．2，rrkながら、見苗しをっけ苗コツを学んで邑　3．この露婁を幕ヨ…梁内だ1ナに露夕ま丸しか蕎i『難持
3？　　　　　　　　　　t
　の式はナフアy一のこ己をみんな布っでいま先さ　　　子どらたら衝賄ζ餅ら轟培麓灘をみで、r身分のと
　τ、ど沁な児遅∫LをつσるでLよク9　　　　　　　　宴でる一∫ノzあ丸がレ、い∫ノま繍をblっでbiる。
　　の草玉の鋤勘圏ゾク）脱走　　　　　　　’　　　　　ここで罐ガゴ子轟撒の児苗し’ご）鰯、評商をする．
　　θナファツー逃げ苗ナ　　　　　　　　　　　　　　　rlの記事なだがかL、であるの？2、蘭かカたち、まず
　　鋤ナフアy一縫4♪ン　　　　　　　　　　　勿で言ラ？ノ
　正鐸2蓋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鐘鰍醐オでたノといク子どら。
　児苗Lば諾むλのこごを考えでつゲなば丸ば凌ク主　　　r子、ラ。ここてrみんなの児凸「しを児でみるど、みんな
醜克るノ［遊缶っでいる艀潔、安らない醐を考えで　　透i盟λ凋賠いラことばがぽいつτいるぬ。だからみんな、
EltY　bをつばましょヨ。3つめのコツは／諾むソLの紺　　1つめのコツば0陛では沈、彪にど沁な療鞍をいれる
凝～こあわせでつぴるノて弓㌔　　　　　　　　　　　　　　　　ガ却
一どデ瀞わ夕一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　疏還、透鰍牌にノ
　この3周Sで3つのコツが繊5。　　　　　　　　　　　鑓とbiっで在会画のソUこ露るのだかち、∂らか白ない
　子どもたちは、文章を読んでいる。普段、あまり長い　　よね。だ）かち、雄己いラのぱど’クかな9
文章を読まない子どももゆっくりとではあるが、読んで　　　　佃中耀摺ス蘭にノ
いる様子も見られた。　　　　　　　　　　　　　　　　　こヵ邑局じ麟。こオzが学ξ繊潔）をらたら、角r障で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら宿力るね。♂幼ど、．：吉£丈会画！こ卵る獺。
6．3、3．実際に見出しをつけるための記事を読もう1　　　　βr樗でぱわかちないよカ。ξウレなごまX苦がいいかな。
　rいよいよ、身分で見苗しをつばで邑らお5と溜いま　　　　」「ラムネで藩蹴剛
力2つめの子ど邑用の記事旙助t魁を露ク、諾在　　　　願を書いτぐ轟たんだ滋。やっぱク誘畝ぽなぜ透
盤にぽあρえなψ、詔事」ごEF　8“らたちかち芙いノ完がお　　醐損『になったか倉夕たいよカ。ばどこの詔萬『ごぱ、
こっでいる。」受業着「がゆっぐ抄誘シレでみる。子ど翫たち　　　f’今の2ころ願占田＃っきクbなレuま書いであるから、
が菖て『着いながら、分からない薄字を繍bでいぐ。　　　　r？ノをつゲた方がいψ、かな』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冗μ膨」こ透夢弘聯男∫？f
6．3．4．見出しを考えよう！　　　　　　　　　　　　　　揚罪ら大郵な要東だ汝。∫冶痴まい5ごとばらいい
　fて『ぽ、この鍵の1富遅「Lを考えτみでぐだ直ψi。ひ　　ね。
とつじやなぐて二たぐさん考えると、いδ1iらのが淳えつ　　　臓瀞の少縫鍬1野Zこf
ぐri）　S　L，iz，ま’ifTzt（。あ已で．々スかに莞運しで島らいま　　　この砂萄っでb　i）のばカかρやナいねe才oきの
ブy　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∫2乞菌佃中君」よ夕民会箇のソuごカかるんじやなb、
　コツをLっかクとお才えよ5とナる子ど邑からif’この　　　1・fa。
聯zまどこで薮「ら轟るんでナかPノ己醐旙∫で苗。　　　　　あ臓の功遜勇汲耀にノ
　rこの綱は至遅7！ご葺『15轟ます」　　　　　　　　　　　　ご2Zだ辿、繊らわかるし、透胞｛眉曽こなったスの字
　才っそぐできで、ま、わクの2乞ぎ己翻麟Lで〃）る子　　　巌』iら．わかる」ね．
ども、わからない熟の章挺を近ぐのワU1ごきいでいる　　　子どもによって考える見出しも様々である。子どもは、
子と増、とづLでら長ぐなっでLまい．識ナる子ども、　　基本に則ったものから、だんだん軟派の見出しのような
24鋸雌Lで考えたいとい5子U邑、みんな葺由に見苗　　少しひねったものを考え出す。周りの人同士で見合った
bを考完でb、る．諸や担在の先生、スタ；yフら子ど冶　　り、よりよいことばを考え出そうとしたりする様子も見
、たちの農rをまわクながちア♪ツ寸イ．ズをナる。　　　　　　　られた。
　子どもたちは1回ではなく、何回も文章を読み直して
いるようである。ただ読むだけではなく、どこが見出し　　6．3．6．もう一度違う記事でやってみよう！
によりふさわしいか探したり、文の中から見出しに使え　　　3つめの子どら朋事働を館夕、識。だんだ沁
ることばを探したりしている。また、全国で配られると　　コツをつかんだヂど色だちぽ、早々，と児苗Lつぐクt　」7it
いうことを意識して、全国の人に理解してもらえるよう　　夕禽んでいる．
な見出しを考えている子どもも見られる。　　　　　　　　2つめの諾事ま同じよラだ，麟、綴をする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　堤蜜ば認皆のこど」ぱで辮めぐぐらカる。
6．3．5．発i表しよう！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　優〃1L尾遅∫しでナ右協どら、いろ書、ろ考完なガ∫らつぐ
　瀦が券徴ある児苗Lをいぐつ∂趨舐ぞftを書b　・k一　　ち轟でいまプニみんなら、’蹴獅や世会評の醐をつ
子ど紅ご継い癖にマジツクで夢いでらち、ラ。書きたぐ　　ぐるこどがあると，蟹biま坑ぞ5い5どき、こんな嬢1
でLよ元がない子ど島培ち2角次々と諦を職5本ぐ　　児雌1しを考えでぐカた己もっど語』むノtが諾み庁ぐなる
らい選んだら、罵疲ψζ1碓る。　　　　　　　　　　　　　　辮ができるのでぽないかな8，蟹い呈九ガ£ん1才っでぐ
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ださい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要があるということがあげられる。今回の授業の内容は
　2回目ともなると、子どもたちは前の問題をもとに、　　岡部氏に協力をいただいたものであり、岡部氏の経験や
よりよい見出しを考えようとしてくる。文章の中のおも　　実感に基づいて授業が構成されている。これまでに何名
しろいことばをひろったり、よりたくさんの情報をいれ　　かの記者と授業をしたが、言語技術という性質上、その
たりしている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記者によって違うところが必ず出てくる。岡部氏以外の
　総合的な学習の時間等自分たちで調べた情報をホー　　新聞記者によって、言語技術授業をする際は、この授業
ムページで発信しているという小学校では、この授業を　　に基づき、その記者に合わせて微調整が必要である。そ
した後、子どもたち何人かが、「自分たちでつくったホ　　のことによって、そこにいるその記者の言語技術を伝え
一ムページのタイトルを直したい」といってきたという。　ることができ、授業が形骸化することなく、子どもたち
この授業で、短い文で簡潔に内容を表すということがわ　　に記者が実感を伴って伝えることができる。
かり、実際の使用揚面での活用法がわかったのではない　　　また、今回、言語技術が定着した、高まったとはいい
かと思われる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にくい。しかし、授業の中で言語技術を使うということ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を子どもたちが意識したのではないかと思われたe言語
　　　　　　　　　　7．結果　　　　　　　　　　　技術やコミュニケーション能力は一回の授業で獲得で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きるものではない。だからこそ、ほかの授業において、
　このような授業を繰り返し行ったことにより、子ども　　言語に関する作業の際に、今回のことを意識づけること
たちの反応に共通点が見られた。その共通点から、この　　によって、その成果が増すのではないかと思われる．
授業による次の成果が確認できる。
①実際に記者が教室にいき、本気の姿を見せるというこ
　とによって子どもたちがその子どもなりに言語技術　　1藤川大祐編NPO法人企業研究会著『企業とつくるキ
　を使うということを意識して活動するようになった。　　ヤリア教育』教育同人社・2eo6　e・P70～P87
②「新聞」という実際に子どもたちのまわりにあるもの　2佐藤学『教師というアポリアー反省的実践へ一』世織
　を作っている過程を体験させることによって、言語技　　書房・1997年・P341
　術を生きたかたちでみせたことが、子どもたちの意欲　　32007年4月から名称を変更し・「教育ルネサンス　こ
　につながった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　とばの授業」として展開している。
また、子どもたちがっまずく箇所械通してL・・た．次4このビデオは・薪聞記都取材をして・、講を書き・
の7鱈ある・@　　　　禦曙嶽ξ鷲鐵霊：遮蕊㍉、
　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たくさんあったが、子どもたちがその項目に流されてし
インタビュー一 @　　　　　　　まう沙ない欄からつっこんできくことに鱒できる
①質問の仕方がわからない・　　　、　よう｝こということで品前仕事、何年やって1，　Nるかと
②まったく仕事のこと蜘らず・仕軸ことを思い渤xいうことに限定した。
　べにくい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6海岸でダイヤモンドが見つかったというニュース風
③その人の気持ちにまで興味をもつことができていな　　　の映像。
　い゜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7学校の給食室にねずみが出たというニュース風の映
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　像。
記事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8サファリーというゾウが動物園から逃げ出したとい
④最初の一文が難しい・（一文を書いてしまえば・その　　　う記事。子ども用に簡単に書いてある。記事のように組
　後は書きやすい。）　　　　　　　　　　　　　　　　　んであるので、本物の記事のように見える。
⑤時系列に書くことは簡単であるが、なにかを抽出して
　書くことは難しい。
⑥より具体的に書くことが難しい。
見出し
⑦読む人を意識して、よりよいことばにするということ
　がf云わりにくい。
　今後の課題として、上にあげた子どもたちがつまずく
箇所をどう克服していくかということとともに、ゲスト
をして教室にいく新聞記者により、多少の変更をする必
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